















0・ 18 :高知県宿毛市、 18-19 :中国(関東州)、 19・21 :中国(満
州)、 21- :高知県宿毛市
ふ21 :高知県宿毛市、 21 ・22 :高知市朝倉、 22・:高知県宿毛市
0・2: 東京都目黒区、 2・ 16 :高知県宿毛市、 16・:愛媛県大洲市
0・ 16 :高知県宿毛市





















YA が質問、 SA が答える
YF が質問、 SA が答える
YC が多く発話
















































(2) YA は、《対若))((対老)) : ((対調)) =オレ:ボクという、カテゴリカルな切換え
を行っていることが見て取れる。
2.1ム解釈





104SA: うーあのー、兄、兄とか姉にはわし。 (YF:ふん哩1玉虫虫主。 (YF:ふんふんふ
ん)* * 下のもんには目下のもnlこ自分よりかひたのものにはおら。 (YF: お
ら。はー)今の人は俺じゃ言わね。 (YF: Iまい)で今の奴は上も下も俺じゃけん。
(YF: 俺、はい)nで、兄から結さん、親に対ひてはわし。 (YF: ふん)うん、こゆ一、こ
とです**ね。(老ー調〕
(b) ((対調》で方言形ワシの使用が若干見られるが、オラではなくワシを使用する
























































吋オンシ、ワンの使用例が( )付きになっているのは、話し相手 (sc. YA) に対して用いられ
たものではないため。( (3) (4) 参照)
(3) (せっかくなので YF たちと一杯飲みたいという話になって)




せら、せんときには、 f主主」らみたいなものは、ごせん[五千円]で、 (YA: うん、)なんIま
でも来るぞJとゆーて、ぴっちょ一、は、ぴっちょとぷがよ。 (YA: あーo ) r主主」ら
みたんごせんでなんぼでも、なんぼでも来る」と。(老一若〕
2ム2. 解釈







SA は《対老》で sc のことを rSc兄」と呼んでいるが、身内以外の呂上に対し
て親族名称、を用いることは当該方言域では頻繁に行われている。
(b) 







































*1 この表には、表 3 ，5 で示した呼称としての親族名称は含まれていない。
*2 YA のチチ、ハハの実数が( )に入っているのは、 YF ではなく調査者(筆者)に対して用いら
れたものであるため。( (6) 参照)
勺 「祖母J のパーチャンには曾祖母 (YA: ヒーパーチャン)も 1 例含めた。





















みで、その後、 YF との会話では(オ)トーサンだけを使用している。 (5) 330YA 
の直後に 331YF がオトーサンを使用したことで、(オ)トーサンを使用しでも
よいと考えたのかもしれない。
(b) 上記 (b) と矛盾するが、会話収録後のフェイスシートの記入の際には、調査
者(筆者)に対してチチ・ハハということばを障暗なく使っていた ([6) 参照)。
〔同調査者 (YR) がインフォーマントのフェイスシートを記入しているところ
557YR: (YA の居住歴を確認して)あ、 そーですか。 はい。 押ノJII. ご両親の、 ご出身
Iま。
558YA: えっと、チチが東京で、ハハがここです宿毛です。
559YR: あ、 はい。緑ケ丘のご出身ですか?あの、 (YA: あいや、)お父さん。
560YA: それは、 わからないですけど。(若一調〕
(5) でどのような形式によって父親に言及すべきか迷っていた YA が、 YR に
対してなぜ自然にチチ・ハハを使用したのかは定かでないが、そこには親疎の












老 (SA) 若 (YA)
対老 対若 対調 対若 対老 対調
ンデ 37 
カラ・1 19 
ケン・2 46 7 28 
*1 SA ((対調》のカラのうち丁寧体と共起していたのは 19 例中 8 例。
*2 SA ((対調P において、方言形式の話をしている箇所で例文としてケンを使用しているとこ
ろが 2 箇所あったが、それは数に含めていないロまた 7 例のケンのうち丁寧体と共起してい
た例が 2 例あった。
(1) YA ((対調》ではンデの使用数が突出している。 1 例だけ見られたカラの発話は
次の通り。
(7)趣味






























(a) 接続助調ではケン・カラをカテゴリカルに切換えている YA だが、接続調では
《対調》に方言形ヤケンの使用が 3 例見られる。 3 例はいずれも Hedge のよう
な役割を担っており、発話内容に注意が向いていて使用形式への注意が散漫に
なった結果のように受け取れる。( (8) (9) 参照)
(8) ことばのちがい
027YF:あー愛媛ってやっぱ言葉遣います宿毛と。
028YA: あ一、 や、 宿毛はjJlJ にそんなにあんまり、ちご一、てない(違うてない)とち
ょっと違うかもしれませんけど、
029YF: は一、え、例えばん、ちょっとってゆーとどんなんかな、
→030YA や、とゆーあのーちょっと小西[学校名]はなんか、 (YF: ふん)いろいろほ
かのところから集まってくるんであの、 (YF: ふん)いろいろ、 (YF: ご、 ごちゃま
ぜ)あーや、主It丘、あの秋葉[地名]もおればー他の、県もおるんで、








(ら)おじーちゃんが一、 (YF: はー)東京に行って一、 (YF: てJ それで、 父さ





老 (SA) 若 (YA)
対老 対若 対調 対若 対老 対調
ガ 1 23 
ケレド 3 
ケド 2 5 32 30 




老 (SA) 者 (YA)





























タもンに含めている。ザッタ・ラッタの使用は SA ((対老》に 7 例、ンカッタの使
用は YA ((対若》に 10 例見られた。
2ふ2. 解釈

























































老 (SA) 若 (YA)
対老 対若 対調 対若 対老 対調
ネ(一) 2 15 50 30 10 
ノ(一) 39 
〔表 15 終助詞〕
老 (SA) 若 (YA)
対老 対若 対調 対若 対老 対調





らかい表現)ょうであり、 SA におけるこの切換えも方言体系内での 2 形式の
使用規範に基づくものと考えられる。この点で、方言体系内の使用規範によっ
て形式が切換えられるという点で自称詞のケースと類似点がある。
(b) YA はノーを 1 例も使用していない。若年層では使われなくなりつつあるのか
も Lれない。
(c) ネーを頻用している YA だが、《対調》においては、間投助調としてのネーは 1
例も使用が見られない。改まった場面では間投助詞の使用が避けられるようで








対調 対若 対老 対調
テイル系叩3 _ _ 7 15 ・ 46 
ヨノレ・チョル 49 2 15 76 
・ 1 表は、過去・非過去、肯定・否定の区別なく集計しである。
事2YA の fテイル系j はテル、テマス、テナイの 3 形式。 YA ((対若》でのテイル系は 15 例中 13
例がテナイの形を取っていた。( ((対調》ではテナイ 9 例、テイル・テイタ 37 例)




(a) ここでも、 SA: 連続的、 YA: カテゴリカル、という切換えの様子がわかる。









































老 (SA) 若 (YA)




(a) (表 17) を見ると、 SA、 YA とも、《対調》でのみデス形を使用しているとい
う点は共通しているが、《対調》での非デス形の使用数に大きな違いがある。
SA がデス形よりも非デス形を多用している要因として、疎の相手 YF が年下で
あるとが挙げられる。デス形の使用には親疎だけでなく上下が関わっているの
であろう。









い)沢田がー[川]。そーれでー沢田 [JII ]で、鈴がー[)l 1 ]、の領域と、 (YF: ふん)で
古賀村ほんで宿毛ちょ、町とこがそん[村]と昭和六、十六年に金並立主。




(c) SA ((対老))((対若》では φ+文末調が多用されているが、《対調》では 1 例も見
られない。方言的な文末詞の使用を避けようとした結果とも考えられる。




〔表 19・ 1) 
老 (SA) 若 (YA)
対老 対若 対調 対若 対老 対調
マス 50 55 




(a) 13 2.10.で見たデス形と同様、 SA、 YA とも《対調》においてのみ丁寧体マス形
を使用している。《対調》での非マス形の使用状況もデス形の場合と似通って








と言うことができる。また、 SA に比べると YA は方言形と標準語形とを切換えている
項目が多い。 SA と YA に見られるこのようなちがいから、











また、この資料を用いて、方言そのものの変化をみることも.できる。現に、 SA. SC 
















































































たがー いかんがゃけん{笑) (SC: 笑)












































































376SA: 出ひたいゆたら あの、出ひたら え
一わ。じーちゃんは どーじゃち か
まんほんなこた。












だいたい一 五十三戸 * 長いこ




























(YF: ふん)ゅー。 (YF: ふん)こと
一、まー ふたつで[二人で] 話ひ
た、 n であれはたしかにえーこ




















096SA: ほ n で今の先生は、 (YF: はい)
















結果 どーなろーけ n ど、{シーと息を
吸って}そんなことじゃなかろかねー
ゆてー ま、 (YF: はー)ほ n な気持
ち 持っておるわけですねー。 (YF:
なるほど)ん一 難しーねー。
097YF: じゃ、 SA さんが 昔ん時は一、そのー
親とか一、先生とか先輩に対して






















し、) n で、兄から 姉さん、親に対ひ
てはわし。 (YF: ふん)うん、こゆ
一、ことです**ね。 (YF: はー)今
その区別ん ないつね? (YF: ないで
高木千恵
〔若ー若〕











































いなが あるがって (YC: あー)小学
校みたいな (YC: あー)あれ、将棋入
った。あのテニス 入りたかったが











220YA: あん、どんなとこって 言われでも 愛
媛ながやけど。
221YC: あ一、あ} 愛媛なが? 愛媛なが?









230YA: あそこからねー (YC: うん)来た奴 お
るがって。 (YC: うん) 山田って ゆ



































































055YF こでーでも なんにも しなかったで 075YF :あ じゃ、合計、六つ、 (YA: あは
すね。 し、)入れるってこと。
056YA: はい。 076YA: あはい。
057YF: {笑} n な、いい、将棋クラブ入っ 077YF: 最大で。
た 何、将棋してるんですかいつも 078YA: はい。
その時間は。 079YF: えずっと 将棋入っててもいーの。
058YA あ、あ一、あーあの、週に一回一、
059YF: その時間は、
060YA: 一時間だけ その時間は しょ一、ほ
かの部も あるんですけど、 (YF: は
し、)その時間は、将棋入ってるんで
将棋してますけど。
061YF: はー ほかに どんなクラブが。
062YA: えーっと、ソフトと一、
063YF :ふん。ソフト って ゆーのは、ソフ
ト、ボール。
064YA: あ、ソフトボール、 (YF: ふん)と、
080YA: あはい。







086YA: や一、{笑}わからないです (YF: {笑})
その時考えるけど。
087YF: は一。で寮ってゆーのは、学校
の、中に。あるんですか。
-72 咽
